
委員会報告（調査・研究）

町の重要な課題
学
校
の
耐
震
補
強
・

�

大
規
模
改
造
工
事

　

22
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で

に
計
画
さ
れ
て
い
る
工
事
は
、

中
学
校
２
校
と
西
・
東
・
南

小
で
約
41
億
円
。

　

中
央
小
は
21
年
度
で
完
了
。

緊
急
３
ヵ
年

�

財
政
計
画

　

人
口
減
少
時
代
に
あ
り
な

が
ら
本
町
は
子
ど
も
の
数
が

ふ
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

お
り
、
今
後
子
育
て
支
援
や

学
校
施
設
の
工
事
な
ど
の
政

策
課
題
が
あ
る
。

　

特
に
23
年
度
か
ら
25
年
度

の
３
年
間
で
約
６
億
６
０
０

０
万
円
の
財
源
不
足
と
な
る

た
め
、
本
計
画
が
立
て
ら
れ

た
。

　

事
業
の
見
直
し
は
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

を
基
本
に
す
べ
き
な
ど
と
の

指
摘
を
し
た
。

自
治
基
本
条
例

　

公
募
の
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
委
員
は
、
審
議
会

等
の
未
経
験
者
の
新
た
な
人

材
の
選
任
を
強
く
要
請
し
た
。

障
が
い
児
の

�

対
応
、
支
援

　

障
が
い
児
保
育
指
導
委
員

会
に
諮
っ
て
加
配
を
行
い
、

臨
床
心
理
士
が
各
保
育
園
、

学
童
保
育
に
回
っ
て
指
導
、

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

加
配
を
減
ら
す
な
ど
し
て

障
が
い
児
に
し
わ
寄
せ
が
な

い
よ
う
手
厚
い
対
応
を
要
請

し
た
。

小
学
校
と
幼
稚
園
・

�

保
育
園
の
連
携

　

発
達
障
が
い
の
対
応
は
幼

児
期
の
療
育
か
ら
学
童
期
の

教
育
へ
切
れ
間
な
く
行
う
に

は
、
小
学
校
と
幼
保
の
連
携

が
重
要
で
あ
る
。

　

町
内
４
小
学
校
で
そ
れ
ぞ

れ
、
幼
保
連
携
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
情
報
が
確
実
に

小
学
校
へ
伝
わ
り
生
か
さ
れ

て
い
く
よ
う
要
請
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
税
の

�

減
免
基
準

　

22
年
度
の
税
法
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

基
準
が
一
部
見
直
し
さ
れ
た
。

　

減
免
対
象
者
に
情
報
が
行

き
届
く
よ
う
要
請
し
た
。

厚生常任委員会

▲亀山保育園

子
宮
頸
が
ん
予
防

�

ワ
ク
チ
ン
の
助
成

　

全
国
で
は
全
額
補
助
か
半

額
の
助
成
と
さ
ま
ざ
ま
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
は

子
宮
頸
が
ん
の
70
％
か
ら

80
％
を
予
防
で
き
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

　

接
種
対
象
者
は
11
才
か
ら

14
才
の
女
子
で
約
９
０
０
人
。

　

国
の
動
き
を
見
な
が
ら
、

積
極
的
に
進
め
る
よ
う
提
言

し
て
い
る
。

障
が
い
児
・
者
支
援

　

障
が
い
児
・
者
が
い
る
世

帯
で
、
全
員
が
町
民
税
非
課

税
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
全

額
免
除
の
世
帯
に
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
受
信
へ
の
支
援

を
す
る
。

（
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給

付
や
ア
ン
テ
ナ
工
事
負
担
）

申
請
は
12
月
28
日
ま
で
。

　

周
知
徹
底
を
図
る
よ
う
要

請
し
た
。

な
い
か
指
摘
。

　

斜
面
、
坂
道
で
の
流
入
浸

水
が
点
々
と
あ
る
。

　

側
溝
の
あ
り
方
な
ど
を
考

慮
す
べ
き
と
要
請
。

上
水
道
事
業

　

猛
暑
で
、
給
水
量
１
０
０
０

ト
ン（
日
量
）増
え
て
い
る
が
、

内
水
対
策
と

�

都
市
下
水
路
事
業

　

雨
水
排
水
基
準
の
時
間
雨

量
50
ミ
リ
程
度
の
整
備
は
、

町
内
完
了
。

　

雨
量
１
０
０
ミ
リ
で
は
、

町
全
域
の
検
討
は
無
理
。

　

し
か
し
、
下
水
道
補
助
事

業
な
ど
の
導
入
で
対
応
で
き

建
設
常
任
委
員
会

水
源
の
水
も
心
配
な
く
上
水

道
の
経
営
は
よ
い
。

　

王
子
八
幡
団
地
、
同
友
会

団
地
の
高
所
の
水
圧
不
足
解

消
の
た
め
、
加
圧
ポ
ン
プ
室

築
造
。
ポ
ン
プ
設
備
設
置
が

９
月
末
完
了
。

　

大
山
ダ
ム
が
平
成
24
年
度

完
成
し
、
25
年
４
月
か
ら

１
７
０
０
ト
ン
を
受
水
す
る

た
め
、
桜
丘
低
区
配
水
池
の

老
朽
化
更
新
工
事
を
行
う
。

実
施
設
計
業
務
を
８
月
委
託
。

 

下
水
道
事
業

　

23
年
度
よ
り
下
水
道
事
業

　

議
会
基
本
条
例
策
定
に
つ

い
て
、
８
月
10
日
、
11
日
に

町
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
。

　
「
議
会
が
何
を
し
て
い
る
の

か
姿
が
見
え
な
い
」、「
基
本

条
例
に
つ
い
て
町
民
に
も
っ

と
知
ら
し
め
る
べ
き
」な
ど
の

意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

今
議
会
中
に
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、
意
見
交
換
会
の

内
容
報
告
と
基
本
条
例
の
議

案
上
程
に
つ
い
て
協
議
を
行

な
う
。

　

第
５
次
総
合
計
画
が
今
議

議会運営委員会

会
上
程
と
な
る
が
、
こ
れ
迄

の
計
画
と
違
い
、
予
算
に
反

映
さ
せ
る
な
ど
、
町
運
営
の

根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
説
明
不
足
を

指
摘
。

　

第
４
次
総
合
計
画
ま
で

は
、
12
月
定
例
会
で
の
上
程

で
あ
っ
た
。
何
故
今
回
の
計

画
が
９
月
議
会
に
、
あ
わ
た

だ
し
く
提
案
さ
れ
る
の
か
、

そ
の
経
過
と
考
え
方
を
、
全

員
協
議
会
で
町
長
よ
り
説
明

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
９
月
８
日
に
説
明
を
受
け
る
）

福岡都市圏広域行政調査
特別委員会

　須恵スマートインター関連工事について、改
めて須恵町を訪問し、行政視察を行なった。
　政権交代後も、工事計画に大きな変更はなく、
平成25年春の完成予定。
　恒久インターとなった今後は、インターチェ
ンジ地区協議会にて、周辺道路の交通状況につ
いても協議していく予定。

志鉱跡地対策特別委員会
　８月31日国鉄志免炭坑ボタ山開発推進協議会
総会開催。自然活用型ボタ山開発の具体的な案
を取りまとめるため、３町代表者による協議を
定期的に行なうこととした。

議会広報特別委員会
　町村議会議長会事務局より推薦され、８月19
日熊本県小国町から当議会だよりの視察研修に
みえられました。大変参考になったとのことです。

特
別
会
計

を
企
業
会

計
に
移
行

す
る
た
め
、

法
適
用
支

援
業
務
を

行
い
な
が

ら
、
講
習
会

や
勉
強
会

へ
参
加
し
、

準
備
を
進

め
て
い
る

と
報
告
を

受
け
た
。

▲道路冠水（城戸地区）

▲志免南小学校訪問

（太字は委員会の要望､要請）

子
ど
も
の
情
報
を
的
確
に
生
か
せ

障
が
い
児
保
育
に
手
厚
い
対
応
を

内
水
対
策
に
下
水
道
補
助
事
業

で
の
対
応
を
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